
 

 

 

                  春寒の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

 平素は格別のお引き立てを賜り、ありがたく厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    
    

     

 

 

 

 

 

緑のお知らせ 

２月１１日 グリコキャラメル発売 

1922 年、大阪三越にて発売されました。 

牡蠣に含まれるグリコーゲンから発想し、子供たちの健康推進に活用してもらい

たいと、グリコーゲン入りキャラメル「栄養菓子グリコ」が発売されました。 

２月 22 日 サンシュユ 

「持続、耐久、成熟した精神」 

春の訪れを知らせてくれるかのように、黄色の

小さな花をいくつも付けてくれます。秋には紅葉

と赤い実も楽しむことができます。 

力強い花言葉は、実が滋養強壮などの薬として

の効果があることから由来しています。 

 

2 月 28 日 マンサク 

「直観、神秘、ひらめき」 

２～３月に細い紐のような花びらをつけます。

半日陰でも育ちますが、西日が苦手です。 

２月７日 スノードロップ 

「初恋のため息」 

日に当たると花が開き、夜になると閉じ

ます。雪の中での姿が可憐です。 

2 月 10 日 カンザクラ 

「気まぐれ、あなたに微笑む」 

大島桜と寒緋桜の交配種です。他の桜よ

り早く開花し、長い間花を楽しめます。 

冬の終わり、春への準備  

冬の寒さの中で樹木はただいま休眠期中です。この寒い時期に寒肥をしておくと養分が

ゆっくりと土壌に浸透し、春からの芽吹きに備えることができます。 

 

・肥料を与えることで、土壌で不足しがちな 

窒素（葉肥） リン酸（実肥） カリ（根肥）を補っていきます。 

・肥料は直接根にあたると根を痛めてしまうので、根から離して撒きます。 

幹の周りに放射状、輪状、数個の穴（20～30 ㎝）を掘って肥料をすき 

込んでいきます。（雪囲いをされているお宅は、雪囲い撤去後に資材によって 

できた穴を利用すると掘る手間が省けます。） 

-肥料の撒き方- 

引用：「庭いじりの楽しみとコツ」大日本印刷㈱ 髙取忠彦 
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用語 説明文 図 

モルタル A 門柱や杭などに打ち付け、蝶番のように扉 

を開閉させる部品。 

1 

肘壺（ひじつぼ） B 縁側や式台などの前に置き、履物を脱いで 

そこに置いたり、踏み台にする石の事。 

2 

沓脱石（くつぬぎいし） C セメントと砂などに水を加え、練り上げた 

もの。配合はそれぞれの容積比で決める。 

3 

火袋（ひぶくろ） D 石燈篭の部分。明かりを入れるところで、 

一般的には笠と中台の中間にある。 

4 

 

造園に関わる用語を集めてみました。 

それぞれの用語に当てはまる説明文と、図の正しい組み合わせを当ててみましょう。 

おすすめ情報 

みどりでクイズ 

ヤブツバキ（原種） 

「真・行・草」の事 

＊クイズの答えは下にあります。 

みどりでクイズの答え モルタル-C-2  肘壺-A-3  沓脱石-B-4  火袋-D-1  

造園の用語クイズ 

この言葉は、もとは書道の真書、それをくずした行書、さらにくずした草書の３書体の

ことを指していました。それがさらに茶道・華道・庭園などの伝統文化に取り入れられ、

日本の美を表現する様式として使われています。 

3 つの違いが分かりやすい延段を見比べて、庭の「真・行・草」を見てみましょう。 

「真」：最も格調高い意匠 

「行」：真と行の中間の意匠 

「草」：最も自由で、形をくずした意匠 

 引用：「石組、石張等の据付作業手引き」株式会社吉村造園 真        行        草        

京都 桂離宮の延段の様子 

真は直線的で厳格さがあり、行は切石と

自然石の組み合わせの変化を楽しめ、草は

曲線的で軟らかな印象を受けます。真・行・

草それぞれに良さがあり、足元の石の据え

方を見るだけで、情緒感を庭に取り入れた

日本らしさを味わうことができます。 

引用：「庭づくりの用語辞典」建築資料研究社 
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